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１．はじめに

　愛媛県において「大
おお

島
しま

」という島が３島ある。旧、越
お

智
ち

郡吉
よし

海
うみ

町・宮
みや

窪
くぼ

町

（現、今
いま

治
ばり

市）１）の大島、新
に

居
い

浜
はま

市の大島（他の大島と区別するために「新
に

居
い

大島」とも呼ばれる）、八
や

幡
わた

浜
はま

市の大島である。この３島のなかで最も知られ

ているのが、旧、越智郡吉海町・宮窪町の大島である。これは、島が大きく、

人口も多いことはもちろんのこと、旧、越智郡吉海町・宮窪町の大島が、西瀬

戸自動車道（通称「しまなみ海道」）上にある島で、観光地となっているため

である。

　この旧、越智郡吉海町・宮窪町の大島を含め、今治市から広島県尾
おの

道
みち

市にか

けての芸
げい

予
よ

諸島は、いわゆる「東京式アクセント」と「京阪式アクセント」２）

の２種類のタイプのアクセントが分布する地域として、アクセント研究の初

期段階より注目されてきた３）。一方、新居浜市大島、八幡浜市大島は、島が小

さく、人口も少ないこともあり、アクセント研究において注目されてこなかっ

た。とくに、新居浜市大島方言については、管見の及ぶ範囲であるが、アクセ

ントに関する報告はない４）。

　そこで、今回、これまでアクセントについて未調査であった新居浜市大島に

おいて調査を行った。本稿では、その調査結果について報告する。

愛媛県新居浜市大島方言のアクセント

秋　山　英　治
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２．島の概要

　新居浜市大島は、新居浜市の東方約1.2㎞に位置する有人島である。住民基

本台帳による平成27年６月末日時点での人口は、225人である５）。平成22年の

国勢調査の時点での人口が257人であったことからすると、13.5％の減少とな

る。中世に瀬戸内海を支配した村上水軍の祖・村上義弘の生誕地ともいわれ、

ピーク時には2,000人近い人口のいた新居浜市大島も、現在では、急速な人口

減少・高齢化が問題となっている。

　本土新居浜市との交通機関は、市営の定期フェリーがあるだけである。フェ

リーの所要時間は約15分で、６時20分大島発から21時45分大島着まで、１日15

便（往復30便）が運航している６）。

　島の就業者数は、平成22年の国勢調査時点で、98人である。そのうち、漁業

が35人、農業が６人で、総就業者数の40％を越えており、水産業・農業（第１

次産業）が主要産業である。

　島に、学校教育機関はない。島内の児童生徒（平成22年の国勢調査時で７

人）は、渡海船を利用して、本土新居浜市の小学校（新居浜市立多
た

喜
き

浜
はま

小学

校）・中学校（新居浜市立川
かわ

東
ひがし

中学校）に通学している。

３．調査の概要

３．１　調査地点・話者

　調査地点の新居浜市大島、およびその周辺部について地図で表すと、以下の

【図１】のようになる７）。

　話者は、新居浜市大島出身の二人である。以下、話者の略歴をイニシャル

（個人情報の点から実名はあげない）・生年・性別（男性をｍ、女性をｆとす

る）の順に示す（敬称は省略する）。なお、イニシャルについては、ともにＧ・

Ｍとなることから、年齢の若い話者をｇ・ｍと小文字で表し、両者を区別す

る。
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　　Ｇ・Ｍ氏　1930年生　ｍ

　　ｇ・ｍ氏　1940年生　ｍ

　Ｇ・Ｍ氏、ｇ・ｍ氏ともに、外住歴はなく、生え抜きの話者である。

【図１】　新居浜市周辺図

３．２　調査方法・調査語彙

　調査方法は、話者に調査を読んでもらう「読ませる」調査を、2015年９月に

行った。

　調査語彙は、「金田一語彙」をもとに上野善道氏の「私家版調査票（Ａ）」の

中から私に編んだものを用いた。すべての語ではないが、名詞については、単

独言い切り・助詞「ガ」「モ」付き・「コノ」付きを調査した。動詞について

は、終止連体形・過去形（助動詞「タ」接続形）・否定形（助動詞「ン」接続

形）・意志形（助動詞「ウ・ヨウ」接続形）・禁止形（助詞「ナ」接続形）・命
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令形を調査した。形容詞については、終止連体形・過去形（助動詞「タ」接続

形）・「ナイ」接続形・「ナル」接続形・連体形（「モノ」接続形）を調査した。

　なお、本稿では、名詞の結果について報告する。

４．音　調

４．１　高起系列の〈式〉

　新居浜市大島方言には、高起系列と低起系列の二つの〈式〉がある。

　高起系列の〈式〉については、Ｇ・Ｍ氏、ｇ・ｍ氏ともに、「下降式音調」

が聴かれる８）。

　　「○！○　　「○○！○　　「○○！○○

　ただし、Ｇ・Ｍ氏、ｇ・ｍ氏ともに、「下降式音調」だけでなく、「高平調」

（自然下降あり）、時には「中平調」（自然下降あり）に近いような音調も聴か

れる。頻度としては、「下降式音調」が多いのものの、「高平調」「中平調」な

ど「下降式音調」以外の音調が聴かれる。佐藤栄作（1995）によれば、〈下降

式〉は、「下降式音調」があるだけでなく、「高平調」など他の音調を含まない

〈式〉であることを述べている。新居浜市大島方言では、「下降式音調」のみな

らず、「高平調」などの他の音調が聴かれることから、〈平進式〉と判断され

る。

　Ｇ・Ｍ氏、ｇ・ｍ氏の「下降式音調」はともに、〈下降式〉（「讃岐式」）の新

居浜市船
ふな

木
き

方言や四
し

国
こく

中
ちゅう

央
おう

市方言と比べて、下降の幅がやや小さい９）。これ

は、新居浜市大島方言の高起系列の〈式〉が、「高平調」や「中平調」も聴か

れる〈平進式〉であるということが関係している。新居浜市大島方言では、わ

ずかながらも「高平調」「中平調」が聴かれるために、これらの音調に牽引さ

れて、「下降式音調」の下降の幅が、「下降式音調」のみしかない新居浜市船木

方言や四国中央市方言より小さくなるのであろう。
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　高起系列の〈式〉を〈平進式〉なのか、それとも〈下降式〉なのかを判断す

る材料として、上記のように、「下降式音調」以外の音調の有無があるが、そ

れ以外の判断材料としてＨ２型の有無がある。〈下降式〉を有する地域では、

音声的に類似する「下降式音調」（「○○！○）とＨ２型（「○○｜○）が紛れ

るのを避けるため、Ｈ２型はみられない。たとえば、２拍名詞第１類（Ｈ０

型）に低接の助詞「モ」が接続した場合について、〈下降式〉の新居浜市船木

方言の例とあわせて示すと、以下のようになる。

　　２拍名詞第１類（Ｈ０型）＋助詞「モ」

　　　新居浜市大島方言　　「○○｜モ　　Ｈ２型

　　　新居浜市船木方言　　「○｜○モ　　Ｈ１型

　〈下降式〉の新居浜市船木方言では、Ｈ２型が避けられ、〈下げ核〉が前にず

れたＨ１型となる。一方、新居浜市大島方言では、〈下げ核〉のずれは起きず、

Ｈ２型となる。本稿では、名詞を対象としているため、動詞の詳細については

別稿に譲るが、２拍動詞第１類五段活用（Ｈ０型）に低接の助詞「ナ」が接続

した禁止形の場合について、新居浜市船木方言の例とあわせて示すと、次のよ

うになる。

　　２拍動詞第１類五段活用（Ｈ０型）＋助詞「ナ」

　　　新居浜市大島方言　　「○○｜ナ　　Ｈ２型

　　　新居浜市船木方言　　「○｜○ナ　　Ｈ１型

　２拍名詞第１類（Ｈ０型）に助詞「モ」が接続した場合と同様に、新居浜市

船木方言では、Ｈ２型が避けられ、Ｈ１型となるのに対して、新居浜市大島方

言では、Ｈ２型となる。また、新居浜市大島方言では、数としては少ないもの

の、３・４拍語にＨ２型がみられる。このことからも、新居浜市大島方言の高

起系列の〈式〉が、〈下降式〉ではなく、〈平進式〉であると判断される。
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４．２　低起系列の〈式〉

　〈下降式〉に対立する低起系列の〈式〉については、Ｇ・Ｍ氏、ｇ・ｍ氏と

もに、いわゆる「遅上がり調」とともに、「高平調」や「中平調」が聴かれる。

　　○○「○～○「○○～「○○○～％○○○

　ただし、「この」などの先行の文節には必ず低く付き、また音調の方向性と

して大きな上昇はなくても上向きである。上野善道（1995）のいう「低接上昇

式」である。

　以上より、新居浜市大島方言は、〈平進式〉と〈低接上昇式〉の二つの〈式〉

と〈下げ核〉が弁別的な特徴の体系となる。しかし、問題がある。それは、地

理的に、新居浜市大島方言が、高起系列の〈式〉が〈下降式〉となる位置にあ

りながら、〈平進式〉であるということである。

　秋山英治（1998b）では、愛媛県東中予地方における「中央式」「讃岐式」の

【図２】　〈式〉の分布図
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境界が、新居浜市中
なか

萩
はぎ

と新居浜市船木の間（角
すみ

野
の

新
しん

田
でん

あたり）と述べた。この

境界地帯には、国
こく

領
りょう

川
がわ

が流れており、実質上、国領川が境界と考えられる。

この境界は、２拍名詞の類別体系によるものであるが、〈式〉の境界について

も同様で、国領川以西が〈平進式〉（と〈低接上昇式〉）、国領川以東が〈下降

式〉（と〈低接上昇式〉）である10）。この分布状況からすると、国領川以東にあ

る新居浜大島方言は、〈下降式〉（と〈低接上昇式〉）となるはずであるが、調

査の結果は、〈平進式〉（と〈低接上昇式〉）であった。【図１】の地図をもと

に、〈式〉の状況（有無、〈式〉を有する場合はそのタイプ）を示すと、【図２】

のようになる11）。

　【図２】からも、新居浜市大島方言の〈式〉（〈平進式〉〈低接上昇式〉）が、

飛び地的な状況を呈しており、地理的に異質であることがわかる。秋山英治

（1998b）では、国道11号線沿線にある地域（新居浜市は山間部よりの地域）を

調査したことから、海岸域の調査を行っていなかった。そこで、今回、新居浜

市大島方言を調査した後に、対岸の新居浜市多
た

喜
き

浜
はま

（新居浜市大島にとって唯

一の交通機関であるフェリーの黒
くろ

島
しま

港がある地域で、大島の児童生徒が通う小

学校・中学校がある地域）を調査したが、新居浜市多喜浜方言は、国領川以東

の地域と同様に、〈下降式〉（と〈低接上昇式〉）であった12）。

　新居浜市大島方言が地理的に飛び地的に異質な状況にあるのは、〈式〉だけ

ではない。詳しくは、５．２の「類別体系」で後述するが、類別体系において

も、地理的に飛び地的な状況を呈している。

５．アクセント体系と類別体系

５．１　アクセント体系

　新居浜市大島方言の１拍語から４拍語のアクセント体系を示すと、以下のよ

うになる（／／は省略）。
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　〈平進式〉

　　Ｈ０型「○（○）▽　　　「○○▽　　　「○○○▽　　　「○○○○▽

　　Ｈ１型「○｜（○）▽　　「○｜○▽　　「○｜○○▽　　「○｜○○○▽

　　Ｈ２型　　　　　　　　　 　　　　　　「○○｜○▽　　「○○｜○○▽

　　Ｈ３型                            　　　　　   「○○○｜▽　　「○○○｜○▽

　〈低接上昇式〉

　　Ｌ０型　○「（○）▽　 ○「○▽　　　○「○○▽　　　○「○○○▽

　　Ｌ２型　　　　　　　　○「○｜▽　　○「○｜○▽　　○「○｜○○▽

　　Ｌ３型　　　　　　　　　　　　　　　○「○○｜▽　　○「○○｜○▽

　１拍名詞については、長音化する傾向にある。ただし、たとえば、低接の助

詞「モ」など付属語が付くと、長音化しない場合もある。

　語末に〈下げ核〉がくる語末核型（Ｈ３型・Ｌ３型）については、３拍語に

おいて、Ｇ・Ｍ氏に拍内下降が聴かれた。

　　マッチ　○「○○”　　○「○○｜▽

　ただし、上記のように、助詞「ガ」がつくと拍内下降は聴かれなくなる。拍

内下降は、Ｇ・Ｍ氏において、唯一「マッチ」の単語単独にのみである。Ｇ・

Ｍ氏においても、またｇ・ｍ氏においても、動詞・形容詞も含めて、上記以外

で拍内下降は聴かれなかった。

　４拍語の語末核型については、聴かれなかった。これは、今回の調査では、

４拍語の語数が少なかったためで、調査語数を増やせばみつかる可能性があ

る。

５．２　類別体系

　新居浜市大島方言の１拍語から３拍語の類別体系を示すと、以下のようにな

る。
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　　１拍名詞　１（Ｈ０型）／２（Ｈ１型）／３（Ｌ０型）

　　　第１類　「○（○）　　　「○（○）▽　　　 　Ｈ０型

　　　第２類　「○｜（○）　　「○｜（○）▽　 　　Ｈ１型

　　　第３類　 ○「（○）　　　○「（○）▽　　　　Ｌ０型

　　２拍名詞　１（Ｈ０型）／２・３（Ｈ１型）／４（Ｌ０型）／５（Ｌ２型）

　　　第１類　「○○　　　　　「○○▽　　　　　　Ｈ０型

　　　第２類　「○｜○　　　　「○｜○▽　　　　　Ｈ１型

　　　第３類　「○｜○　　　　「○｜○▽　　　　　Ｈ１型

　　　第４類　 ○「○　　 　　○「○▽　　　　　Ｌ０型

　　　第５類　 ○「○｜　 　　○「○｜▽　　　　Ｌ２型

　　３拍名詞13）　１（Ｈ０型）／２（Ｈ１～Ｌ２型）／４・５（Ｈ１型）／６（Ｌ０型）／７（Ｌ２型）

　　　第１類　「○○○　　　　「○○○▽　　　　　Ｈ０型

　　　第２類　「○｜○○　　　「○｜○○▽　　　　Ｈ１型

　　　　　　　 ～○「○｜○　 ～○「○｜○▽　　　　～Ｌ２型

　　　第４類　「○｜○○　　　「○｜○○▽　　　　Ｈ１型

　　　第５類　「○｜○○　　　「○｜○○▽　　　　Ｈ１型

　　　第６類　 ○「○○　　 　○「○○▽　　　　Ｌ０型

　　　第７類　 ○「○｜○　 　○「○｜○▽　　　Ｌ２型

　２拍名詞の類別体系から、新居浜市大島方言は、「中央式」（１／２・３／４

／５）であることがわかる14）。ただし、４．２の「低起系列の〈式〉」で述べ

たように、新居浜市大島が位置する国領川以東は「讃岐式」となる地域で、新

居浜市大島方言の「中央式」は地理的に飛び地的な状況を呈しており、異質で

ある。【図２】の地図に、２拍名詞の類別体系による部分類を加えて示すと、

【図３】のようになる15）。

　４．２の「低起系列の〈式〉」で述べたように、新居浜市大島方言の調査後

に、対岸の新居浜市多喜浜方言を調査したところ、新居浜市多喜浜方言は、国

領川以東の地域と同様に、２拍名詞の類別体系が１・３／２／４／５の「讃岐
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式」（１拍名詞の類別体系は１／２／３の観音寺型）であった。国領川以東の

「讃岐式」の特徴として、３拍名詞第４・５類にＨ０型がみられる（第５類に

ついては、Ｈ１型もみられる）ことがあげられるが、新居浜市多喜浜方言にお

いても、第４・５類にＨ０型がみられた。一方、新居浜市大島方言の第４・５

類はＨ１型で、国領川以西の「中央式」と同じである16）。

　以上より、新居浜市大島方言は、〈式〉、類別体系ともに、地理的にみて飛び

地的な状況を呈しており、異質であることがわかる。

５．３　新居浜市多喜浜方言との比較

　その他、対岸の新居浜市多喜浜方言と新居浜市大島方言を比べてみると、２

拍名詞第３類、３拍名詞第４・５類を除く大部分において、類の例外となる語

を含めて多くの部分が共通している。しかし、以下に示すように、新居浜市大

島方言と新居浜市多喜浜方言とで異なる型となる語も散見される。

【図３】　〈式〉および類別体系の分布図
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　　２拍名詞第１類「どこ」

　　　新居浜市大島方言　　Ｈ０型

　　　新居浜市多喜浜方言　Ｌ０型

　　２拍名詞第２類「鞍」「肘」

　　　新居浜市大島方言　　Ｈ１型

　　　新居浜市多喜浜方言　Ｈ０型

　　２拍名詞第４類「今日」

　　　新居浜市大島方言　　Ｌ０型

　　　新居浜市多喜浜方言　Ｌ２型

　上記の「どこ」「今日」については、新居浜市大島方言と今治市沖の来
くる

島
しま

方

言が同じ型をとる。対岸の新居浜市多喜浜方言ではなく、離れた今治市沖の来

島方言と共通する部分があるということは非常に興味深い。

　２の「島の概要」において、新居浜市大島は、村上水軍の祖・村上義弘の生

誕地ともいわれるということを述べたが、来島は、能
の

島
しま

、因
いんの

島
しま

と並ぶ村上水軍

の根拠地として知られる島である。現在、新居浜市大島は、唯一の交通手段の

定期フェリーが新居浜市黒
くろ

島
しま

港と結ばれており、多喜浜を中心とした新居浜市

との交流があるが、古くは新居浜市よりも、来島との交流が頻繁に行われてい

た可能性も考えられる。このように考えれば、新居浜市大島方言が、対岸の新

居浜市多喜浜方言のように「讃岐式」（〈下降式〉）ではなく、「中央式」（〈平進

式〉）であるということ（飛び地的な状況を呈していること）も納得がいこう。

今治市沖の島嶼部については、現在調査中であるため、詳細な考察は今後の課

題としたい。

６．おわりに

　以上、新居浜市大島方言のアクセントについてみてきた。

　その結果、二つの〈式〉（〈平進式〉〈低接上昇式〉）と〈下げ核〉が弁別的な
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特徴を示す地域であること、また２拍名詞の類別体系が１／２・３／４／５

の「中央式」であることが明らかになった。ただし、これらの特徴は、地理的

にみて、飛び地的な状況を呈していた。なぜこのような異質な状況になったの

か。今後、島の史実とともに、来島をはじめとした今治市沖の島々の調査もふ

まえて考察したい。さらに、新居浜市大島をはじめとした周辺島嶼部の史的変

遷を考察したい。

注

１）市町村合併が、平成15年から17年にかけて多く行われたが、合併により市町村名が変更

になった場合のみ新旧両方の地名を示す。

２）一般的には、全国のアクセントは「東京式アクセント」「京阪式アクセント」などに分

類されるが、分類基準が曖昧であり、また共時的な分類に通時的な見方も紛れ込んでいる

など種々の問題がある（清水誠治（2010））。よって、これらの用語については、引用文献

についてのみ用いることとし、本稿では、上野善道（1985）の２拍名詞の類別体系を基準

とした分類（「～式」）に従って記述する。

　　なお、上野善道（1989b）のいう「文節初頭の高さ」「文節初頭からの音調の方向」を表

す「式」については、２拍名詞の類別体系を基準とした分類の「式」と区別するために、

〈式〉と表記する。

３）愛宕八郎康隆・神部宏康・服部敬之・室山敏昭・佐藤虎男・岡野信子・白石寿文（1970）

によれば、広島県尾道市から愛媛県伯
は

方
かた

島
じま

（旧、越智郡。現、今治市）までが「東京式ア

クセント」、大島（旧、越智郡吉海町・宮窪町。現、今治市）以南が「京阪式アクセント」

であることを報告している。旧、越智郡吉海町・宮窪町の大島については、「東京式アク

セント」と「京阪式アクセント」の境界にあるということもあり、アクセント研究の初期

段階から注目されてきた。

４）八幡浜市大島については、清水誠治（1999）において、音調型のタイプが飛び地的に西

予市と同じであることを述べている。

５）新居浜市大島の人口については、新居浜市HP「校区別男女人口と世帯数」（https://www.

city.niihama.lg.jp/soshiki/seisaku/zinkou-koukutyo.html）による。

６）　島の交通状況、産業の現況については、愛媛県（2013）「愛媛県離島振興計画」を参照

した。

７）　新居浜市については、秋山英治（1998b）で調査した３地点（大生院・中萩・船木）と
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ともに、新居浜市大島の後に調査した対岸の新居浜市多喜浜も示す（多喜浜については、

本文４．２の「低起系列の〈式〉」、５．２の「類別体系」、５．３の「新居浜市多喜浜方

言との比較」を参照されたい）。

　　なお、【図１】（以降の図）では、「中央式」と「讃岐式」の境界がわかるように、境界

となる国領川も示す。

８）本稿での音調表記は、以下の記号を用いる。下記以外の表記を用いている文献について

は、適宜、以下の表記に改める。

　　「 　拍間の上昇　　　｜　拍間の下降　　　！　｜よりも小幅な下降

　　○　任意の自立語の拍　　　▽　任意の付属語の拍

　　また、高起性をＨ、低起性をＬとし、〈下げ核〉の位置を数字で表す表記も併せて用い

る。

９）新居浜市船木方言については、秋山英治（1998b）、四国中央市方言については、秋山英

治（1998a）を参照されたい。

10）中井幸比古（1986）によれば、境界地帯では、〈下降式〉と〈平進式〉の聞き分けが難

しいことを指摘しているが、〈平進式〉〈下降式〉の境界を、「中央式」「讃岐式」の境界

（東
ひがし

川
かわ

）とほぼ同じとしている。筆者も、〈平進式〉〈下降式〉の境界と、「中央式」「讃岐

式」の境界はほぼ同じになると考えている。

11）今治市（旧、越智郡吉海町・宮窪町）の大島方言については、佐藤栄作（2005）を参照

した。佐藤栄作（2005）によれば、二つの〈式〉があることが述べられているが、「下降

式音調」の有無に関する記述はないため、〈式〉の詳細は、不明である。本稿では、今治

市以南の島の状況および今治市の状況をふまえ、〈平進式〉〈低接上昇式〉とした。

　　魚島方言については、上野善道（1989a）を参照した。

12）新居浜市多喜浜については、以下の二人の話者に、調査票を読んでもらう「読ませる」

調査を、2015年10月に行った。以下、話者の略歴をイニシャル（個人情報の点から実名は

あげない）・生年・性別（男性をｍ、女性をｆとする）の順に示す（敬称は省略する）。

　　　Ｍ・Ｊ氏　1944年生　ｆ

　　　Ｏ・Ｍ氏　1944年生　ｍ

　　二人ともに、外住歴はなく、生え抜きの話者である。

13）３拍名詞の第３類について、上野善道（2006）が指摘するように、「所属語彙の少なさ

と、方言における対応関係がすっきりしないことから、論著によって立てたり立てなかっ

たりしている」ことから、本稿では、取り上げないこととする。

14）ｇ・ｍ氏においては、２拍名詞第４類に、Ｌ２型が多く聴かれている。類全体でみれ

ば、Ｌ０型の方が多く、またＬ２型となる語のなかには、地域的に類の例外となる語も含
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まれており、類の型としてＬ０型であることはまちがいない。魚島方言など周辺部をみて

も、第４類がＬ２型（Ｈ２型、２型も含む）となる地域がないことから、ｇ・ｍ氏にＬ２

型が多く聴かれるのは不審である。

15）魚島方言の１・２／３／４・５という類別体系は、通常「外輪式」として表記される

が、【図３】では、周辺部にみられない体系であるということから、便宜的に「魚島式」

と表記した。

16）西条市西部（旧、小松町・丹原町）から今治市、さらに松山市北部（旧、北条市）にか

けての連続する地域では、３拍名詞第４類にＨ２型がみられる。このＨ２型は、近世中期

頃まで京都方言など「中央式」諸方言にみられた古い型である。

　　京都方言では、近世中期以降、Ｈ２型はいわゆる昇核現象によって、Ｈ１型に変化して

いる。愛媛県東中予地方においては、松山市方言・東温市方言の第４類がＨ１型であるこ

とから、京都方言と同様に、昇核現象を起こしたものと考えられる。愛媛県東中予地方、

特に国道11号線沿線地域の３拍名詞第４類については、秋山英治（1998b）を参照された

い。
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附　記

　調査において、話者の方をはじめ、話者の方をご紹介くださった方など、多くの方にお世

話になりました。個人情報の点から、お名前をあげることは控えますが、ご協力いただきま

した皆様に心よりお礼申し上げます。

資料編

　資料編として、末尾に、新居浜市大島の１～４拍名詞のデータ（Ｇ・Ｍ氏、ｇ・ｍ氏）を

示す。参考として、新居浜市大島の対岸の新居浜市多喜浜のデータ（Ｍ・Ｊ氏、Ｏ・Ｍ氏）

も併せて示す。

　データについては、拍数、類、読み、各話者の型の順に示す。

　型が揺れている場合は、「Ｈ１、Ｌ２」のように示す。？は話者の疑問、＃は筆者の疑問、

－は未調査を表す。その他の注記については、それぞれの型の下に記す。
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拍 類 項目 読み
大島
G・M
(30m)

大島
G・ｍ
(40m)

多喜浜
M・J
(44f)

多喜浜
O・M
(44m)

拍 類 項目 読み
大島
G・M
(30m)

大島
G・ｍ
(40m)

多喜浜
M・J
(44f)

多喜浜
O・M
(44m)

1 1 柄 ｴ H0 H0 H0 H0 2 1 酒 ｻｹ H0 H0 H0 H0
1 1 蚊 ｶ H0 H0 H0 H0 2 1 皿 ｻﾗ H0 H0 H0 H0
1 1 子 ｺ H0 H0 H0 H0 2 1 皺 ｼﾜ H0 H0 H0 H0
1 1 血 ﾁ H0 H0 H0 H0 2 1 杉 ｽｷﾞ H0 H0 H0 H0
1 1 戸 ﾄ H0 H0 H0 H0 2 1 底 ｿｺ H0 H0 H0 H0
1 1 帆 ﾎ H0 H0 H1,H0 H0 2 1 袖 ｿﾃﾞ H0 H0 H0 H0
1 2 鵜 ｳ H1 H1,H0 H1 H0 2 1 滝 ﾀｷ #H0,L2 H1 H0 H0
1 2 名 ﾅ H1 H1 H1 H1 2 1 竹 ﾀｹ H0 H0 H0 H0
1 2 葉 ﾊ H1 H1 H1 H1 2 1 棚 ﾀﾅ H0 H0 H0 H0
1 2 日 ﾋ H1 H1 H1 H1 2 1 誰 ﾀﾞﾚ H1 H1,H0 L0 L0
1 2 藻 ﾓ H1 ?H1,H0 H0 H0 2 1 爪 ﾂﾒ H0 H0 H0 H0
1 2 矢 ﾔ H1 H1 H1 H1 2 1 どこ ﾄﾞｺ ?H0 H1,H0 ?L0 L0
1 3 絵 ｴ L0 L0 L0 L0 2 1 鳥 ﾄﾘ H0 H0 H0 H0
1 3 木 ｷ L0 L0 L0 L0 2 1 西 ﾆｼ H0 H0 H0 H0
1 3 酢 ｽ L0 L0 L0 L0 2 1 蠅 ﾊｴ H0 H0 H0 H0
1 3 田 ﾀ L0 L0 L0 L0 2 1 箱 ﾊｺ H0 H0 H0 H0
1 3 手 ﾃ L0 L0 L0 L0 2 1 蜂 ﾊﾁ H0 #H1 H0 H0
1 3 根 ﾈ L0 L0 L0 L0 2 1 鼻 ﾊﾅ H0 H0 H0 H0
1 3 火 ﾋ L0 L0 L0 L0 2 1 羽根 ﾊﾈ H0 H0 H0 H0
1 3 屁 ﾍ L0 L0 L0 L0 2 1 髭 ﾋｹﾞ H0 H0 H0 H0
1 3 穂 ﾎ L0 L0 #H1,H0 L0 2 1 膝 ﾋｻﾞ H0 H0 H0 H0
1 3 目 ﾒ L0 L0 L0 L0 2 1 暇 ﾋﾏ H0 H0 H0 H0
1 3 湯 ﾕ L0 L0 L0 L0 2 1 笛 ﾌｴ H0 H0 H0 H0
1 3 夜 ﾖ L0 L0 L0 L0 2 1 蓋 ﾌﾀ H0 H0 H0 H0
1 3 輪 ﾜ L0 L0 L0 L0 2 1 筆 ﾌﾃﾞ H0 H0 H0 H0
1 X 毛 ｹ H0 H0 H0 H0 2 1 星 ﾎｼ H0 H0 H0 H0
1 X 巣 ｽ H0 H0 H0 H0 2 1 真似 ﾏﾈ H1 H1 H1 H1
1 X 背 ｾ H0 H1 H0 H0 2 1 右 ﾐｷﾞ H0 H0 H0 H0
1 X 歯 ﾊ H1 H1 H1 H1 2 1 水 ﾐｽﾞ H0 H0 H0 H0
1 X 刃 ﾊ H1 H1 H1 H1 2 1 虫 ﾑｼ H0,H1 H1 H0 H0
1 Z 胃 ｲ H0 H0 H0 H0 2 1 桃 ﾓﾓ H0 H0 H0 H0
1 Z 蛾 ｶﾞ H0 H0 H0 H0 2 1 百合 ﾕﾘ H0 H0 H0 H0
1 Z 気 ｷ H0 H0 H0 H0 2 1 横 ﾖｺ H0 H0 H0,L2 L2
1 Z 九 ｸ H0 H0 H0 H0 2 1 嫁 ﾖﾒ H0 H0 H0 H0
1 Z 苦 ｸ H0 H0 ?H0 H0 2 2 痣 ｱｻﾞ L2 L2 H1,L2 L2
1 Z 五 ｺﾞ H0 H0 H0 H0 2 2 鰺 ｱｼﾞ H1 H1 H1,L2 H1,H0
1 Z 碁 ｺﾞ H0 H0 L0 H0 2 2 あれ ｱﾚ H1 H1 L0 H1
1 Z 詩 ｼ H0 H0 H0 H0 2 2 毬 ｲｶﾞ H1 H1 ?H1 L2
1 Z 痔 ｼﾞ H0 H0 #H0 H0 2 2 石 ｲｼ H1 H1 H1 H1
1 Z 地 ｼﾞ #H0 L0 L0 L0 2 2 岩 ｲﾜ H1 H1 H1 H1
1 Z 字 ｼﾞ L0 L0 L0 L0 2 2 歌 ｳﾀ H1 H1 H1 H1
1 Z 茶 ﾁｬ L0 L0 L0 L0 2 2 音 ｵﾄ H1 H1 H1 H1
1 Z 出 ﾃﾞ H0 H0 H0 H0 2 2 垣 ｶｷ H1 H1 H1,H0 H0
1 Z 二 ﾆ #L0 L0 L0 L0 2 2 型 ｶﾀ H1 H1 H1 H1
1 Z 分 ﾌﾞ H0 H0 H0 H0 2 2 紙 ｶﾐ H1 H1 H1 H1
1 Z 間 ﾏ H0 H0 H0 H0 2 2 殻 ｶﾗ L0 L2 H1 H1,L2
1 Z 実 ﾐ H0 H0 H0 H0 2 2 川 ｶﾜ H1 H1 H1 H1
1 Z 身 ﾐ H0 H0 H0 H0 2 2 北 ｷﾀ H1 H1 H1 H1
2 1 飴 ｱﾒ H0 H0 H0 H0 2 2 牙 ｷﾊﾞ H1 H1 H1 H1
2 1 烏賊 ｲｶ H0 H0 H0 H0 2 2 杭 ｸｲ H1 H1 H1 H1
2 1 牛 ｳｼ H0 H0 H0 H0 2 2 串 ｸｼ H0 H1 H0 H0
2 1 梅 ｳﾒ H0 H0 H0 H0 2 2 鞍 ｸﾗ H1 H1 H0 H0
2 1 枝 ｴﾀﾞ H0 H0 H0 H0 2 2 下 ｼﾓ H1 H1 H1 H1
2 1 海老 ｴﾋﾞ H0 H0 H0 H0 2 2 蝉 ｾﾐ H1 H1 H1 H1
2 1 柿 ｶｷ H0 H0 H0 H0 2 2 旅 ﾀﾋﾞ H1 H1 H1 H1
2 1 風 ｶｾﾞ H0 H0 H0 H0 2 2 為 ﾀﾒ ?H1 H1 H1 H1
2 1 蟹 ｶﾆ H0 H0 H0 H0 2 2 次 ﾂｷﾞ H1 H1 ?H1 H1
2 1 金 ｶﾈ H0 H0 H0 H0 2 2 弦 ﾂﾙ H1 H1 H1 H1
2 1 壁 ｶﾍﾞ H0 H0 H0 H0 2 2 梨 ﾅｼ H1 H1 H1 H1
2 1 雉 ｷｼﾞ H0 H0 H0 H0 2 2 夏 ﾅﾂ H1 H1 H1 H1
2 1 傷 ｷｽﾞ H0 H0 H0 H0 2 2 虹 ﾆｼﾞ H1 H1 H0 H1
2 1 桐 ｷﾘ H0 H0 H0 H0 2 2 橋 ﾊｼ H1 H1 H1 H1
2 1 釘 ｸｷﾞ H0 H0 H0 H0 2 2 旗 ﾊﾀ H1 H1 H1 H1
2 1 口 ｸﾁ H0 H0 H0 H0 2 2 機 ﾊﾀ H1 H1 H1 H1
2 1 首 ｸﾋﾞ H0 H0 H0 H0 2 2 肘 ﾋｼﾞ H1 H1 H0 H0
2 1 腰 ｺｼ H0 H0 H0 H0 2 2 人 ﾋﾄ H1 H1 H1 H0
2 1 胡麻 ｺﾞﾏ H0 H0 H0 H0 2 2 昼 ﾋﾙ H1 H1 H1 H1
2 1 此 ｺﾚ H0 H0 H0 H0 2 2 冬 ﾌﾕ H1 H1 H1 H1
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拍 類 項目 読み
大島
G・M
(30m)

大島
G・ｍ
(40m)

多喜浜
M・J
(44f)

多喜浜
O・M
(44m)

拍 類 項目 読み
大島
G・M
(30m)

大島
G・ｍ
(40m)

多喜浜
M・J
(44f)

多喜浜
O・M
(44m)

2 2 町 ﾏﾁ H1 H1 H1 H1 2 4 海 ｳﾐ L0 L0 ?L0 L0
2 2 胸 ﾑﾈ H1 H1 H1 H1 2 4 帯 ｵﾋﾞ L0 L0 L0 L0
2 2 村 ﾑﾗ H1 H1 H1 H1 2 4 傘 ｶｻ L0 L0 L0 L0
2 2 雪 ﾕｷ H1 H1 H1 H1 2 4 数 ｶｽﾞ L0 L2 L0 ‐
2 2 余所 ﾖｿ H1 H1 H1 H1 2 4 肩 ｶﾀ L0 L0 L0 L0
2 2 業 ﾜｻﾞ H1 H1 H1 H1 2 4 角 ｶﾄﾞ L0 L2 L0 L2
2 3 垢 ｱｶ H1 ?H1 H0,H1 H0,L2 2 4 鎌 ｶﾏ L0 L0 L0 L0
2 3 足 ｱｼ H1 H1 H0 H1 2 4 杵 ｷﾈ L0 L2 L0 L0
2 3 穴 ｱﾅ L0 L0 L0 L0 2 4 今日 ｷｮｰ L0 L0 L2 L2
2 3 網 ｱﾐ H1 H1 H0 H0 2 4 錐 ｷﾘ L0 L2 L0 L0
2 3 池 ｲｹ H1 H1 H0 H0 2 4 屑 ｸｽﾞ L0 L2 L0 L0
2 3 犬 ｲﾇ H1 H1 H0 H0 2 4 管 ｸﾀﾞ L0 L2 L0,L2 L0
2 3 芋 ｲﾓ H1 H1 H0 H0 2 4 今朝 ｹｻ L0 L2 L2 L2
2 3 色 ｲﾛ H1 H1 H0 H0 2 4 桁 ｹﾀ L0 L0 L0 L0,H0
2 3 腕 ｳﾃﾞ H1 H1 H0 H0 2 4 下駄 ｹﾞﾀ L0 L0 L0 L0
2 3 馬 ｳﾏ H1 H1 H0 H0 2 4 鞘 ｻﾔ L0 L0 L0 L0
2 3 膿 ｳﾐ H1 H1 H0 H0 2 4 汁 ｼﾙ L0 L0 L0 L0
2 3 裏 ｳﾗ H1 H1 H0 H0,H1 2 4 筋 ｽｼﾞ L0 L0 L0 L0
2 3 鬼 ｵﾆ H1 H1 H0 H0 2 4 隅 ｽﾐ L0 L0 L0 L0
2 3 親 ｵﾔ H1 H1 H0 H0 2 4 銭 ｾﾞﾆ L0 L0 L0 L0
2 3 貝 ｶｲ H1 H1 H0 H0 2 4 外 ｿﾄ L2 L2 L0 L2
2 3 鍵 ｶｷﾞ H1 H1 H0 H0 2 4 側 ｿﾊﾞ L2 L2 L0 L2
2 3 髪 ｶﾐ H1 H1 H1 H0 2 4 空 ｿﾗ L2 L2 L0 L2
2 3 瓶 ｶﾒ ?L0,H1 L2 H0 H0 2 4 種 ﾀﾈ L0 L2 L0 L0
2 3 皮 ｶﾜ L0 L2 L0 L2 2 4 杖 ﾂｴ L0 L0 L0 L0
2 3 茎 ｸｷ H1 H1 H0 H0 2 4 粒 ﾂﾌﾞ L0 L0 L0 L0
2 3 草 ｸｻ H1 H1 H0 H0 2 4 苗 ﾅｴ L0 L0 L0 L0
2 3 櫛 ｸｼ H1 H1 H0 H0 2 4 中 ﾅｶ L2 L2 L2 L2
2 3 靴 ｸﾂ H1 H1 H1 H1 2 4 何 ﾅﾆ L0 L2 L0 L0
2 3 熊 ｸﾏ H1 H1 H0 H1 2 4 鑿 ﾉﾐ L0,H1 - L0 H0
2 3 雲 ｸﾓ H1 H1,H0 H0 H0 2 4 箸 ﾊｼ L0 L0 L0 L0
2 3 栗 ｸﾘ H1 H1 H0 H0 2 4 肌 ﾊﾀﾞ L0 L0 H0,L0 H1
2 3 米 ｺﾒ H1 H1 H0 H0 2 4 針 ﾊﾘ L0 L0 L0 L0
2 3 坂 ｻｶ H1 L2 H0 H0 2 4 船 ﾌﾈ L0 L0 L0 L0
2 3 塩 ｼｵ H1 H1 H0 H0 2 4 紅 ﾍﾞﾆ L2 L2 L2, L2
2 3 島 ｼﾏ H1 H1 H0 H0 2 4 箆 ﾍﾗ L0 L2 H1,L0 L2
2 3 墨 ｽﾐ H1 H1 H0 H0 2 4 他 ﾎｶ L0 L0 L0 L0
2 3 谷 ﾀﾆ H1 H1 H0 H0 2 4 松 ﾏﾂ L0 L0 L0 L0
2 3 玉 ﾀﾏ H1 H1 H0 H0 2 4 味噌 ﾐｿ L0 L0 L0 L0
2 3 月 ﾂｷ H1 H1 H0 H0 2 4 蓑 ﾐﾉ L0 L2 ?H0 L2,L0
2 3 綱 ﾂﾅ H1 H1 H0 H1 2 4 麦 ﾑｷﾞ L0 L2 L0 L2
2 3 角 ﾂﾉ H1 H1 H1 H0 2 4 宿 ﾔﾄﾞ L0 L0 L0 L2
2 3 毒 ﾄﾞｸ H1 H1 H0 H0 2 4 罠 ﾜﾅ L0 L0 L0 L0
2 3 年 ﾄｼ H1 H1 H0 H0 2 4 藁 ﾜﾗ L0 L0 L0 L0
2 3 波 ﾅﾐ H1 H1 H0 H0 2 5 藍 ｱｲ #L0 H1,L0 H1 H1
2 3 蚤 ﾉﾐ H1 H1 H0 H0 2 5 青 ｱｵ L2 L2 L2 L2
2 3 海苔 ﾉﾘ H1 H1 H0 H0 2 5 赤 ｱｶ L2 L2 L2 L2
2 3 恥 ﾊｼﾞ H1 H1 H0 H0 2 5 秋 ｱｷ L2 L2 L2 L2
2 3 鉢 ﾊﾁ H1 H1,L2 H0 H0 2 5 朝 ｱｻ L2 L2 L2 L2
2 3 花 ﾊﾅ H1 H1 H0 H0 2 5 汗 ｱｾ L2 L2 L2 L2
2 3 腹 ﾊﾗ H1 H1 H0 H0 2 5 兄 ｱﾆ L2 L2 L2 L2
2 3 孫 ﾏｺﾞ H1 H1 H1 H1 2 5 虻 ｱﾌﾞ L2 L2 L2 L2
2 3 豆 ﾏﾒ H1 H1 H0 H0 2 5 雨 ｱﾒ L2 L2 L2 L2
2 3 店 ﾐｾ H1 H1 H0 H0 2 5 鮎 ｱﾕ L2 L2 L2 L2
2 3 耳 ﾐﾐ H1 H1 H0 H0 2 5 井戸 ｲﾄﾞ L2 L2 L2 L2
2 3 姪 ﾒｲ H1 H0 H0 H0 2 5 桶 ｵｹ L2 L2 L2 L2
2 3 山 ﾔﾏ H1 H1 H0 H0 2 5 牡蠣 ｶｷ L2 L2 L2 L2
2 3 指 ﾕﾋﾞ H1 H1 H0 H0 2 5 蔭 ｶｹﾞ L2 L2 L2 L2
2 3 夢 ﾕﾒ H1 H1 H0 H0 2 5 蜘蛛 ｸﾓ L2 L2 #H0 L2,H0
2 3 綿 ﾜﾀ H1 H1 H0 H0 2 5 黒 ｸﾛ L2 L2 L2 L2
2 3 鰐 ﾜﾆ H1 H1 H1 H0 2 5 鯉 ｺｲ L2 L2 L2 L2
2 4 跡 ｱﾄ L0 L0 L2 L2 2 5 声 ｺｴ L2 L2 L2 L2
2 4 息 ｲｷ L0 L0 L0 L0 2 5 琴 ｺﾄ L2 L2 ?H0,H1 H0
2 4 板 ｲﾀ L2 L0 L0 L0 2 5 鮭 ｻｹ L2 L2 L2 L2
2 4 何時 ｲﾂ L0 L0 L0 L0 2 5 猿 ｻﾙ L2 L2 L2 L2
2 4 糸 ｲﾄ L0 L0 L0 L0 2 5 白 ｼﾛ L2 L2 L2 L2
2 4 稲 ｲﾈ L0 L2 ?L2 L0 2 5 縦 ﾀﾃ L2 L2 L2 L2
2 4 臼 ｳｽ L2 L2 L0 L0 2 5 足袋 ﾀﾋﾞ L2 L0 L0 L0
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拍 類 項目 読み
大島
G・M
(30m)

大島
G・ｍ
(40m)

多喜浜
M・J
(44f)

多喜浜
O・M
(44m)

拍 類 項目 読み
大島
G・M
(30m)

大島
G・ｍ
(40m)

多喜浜
M・J
(44f)

多喜浜
O・M
(44m)

2 5 常 ﾂﾈ L2 L2 L2 L2 2 Z 咳 ｾｷ H1 H1 H1 H1
2 5 露 ﾂﾕ L2 L2 L2 L2 2 Z 千 ｾﾝ L0 L0 L0 L0
2 5 鶴 ﾂﾙ L2 L2 ?H1,L2 L2 2 Z 象 ｿﾞｰ H1 H1 H1 H1
2 5 鍋 ﾅﾍﾞ L2 L2 L2 L2 2 Z 蕎麦 ｿﾊﾞ L0 L0 L0 L0
2 5 鱧 ﾊﾓ L2 L2 L2 H1 2 Z 凧 ﾀｺ H1 H1 H0 H0
2 5 春 ﾊﾙ L2 L2 L2 L2 2 Z 只 ﾀﾀﾞ L0 L2 L2 L2
2 5 蛭 ﾋﾙ L2 L2 ?H1 H1,L2 2 Z ダニ ﾀﾞﾆ L0 L2 H1,L2 L2
2 5 鮒 ﾌﾅ L2 L2 L2 L2 2 Z 束 ﾀﾊﾞ L0 L0 L0 L2
2 5 蛇 ﾍﾋﾞ L2 L0 L2,H1 L2 2 Z 鱈 ﾀﾗ L2 L2 H1 H1
2 5 前 ﾏｴ L2 L2 L2 L2 2 Z 樽 ﾀﾙ H1 H1 H1 H1
2 5 窓 ﾏﾄﾞ L2 L2 L2 L2 2 Z 段 ﾀﾞﾝ H1 H1 ?H1,L0 H1
2 5 繭 ﾏﾕ L2 L2 L2 L2 2 Z 知恵 ﾁｴ H1 H1 H1 H1
2 5 婿 ﾑｺ L2 L2 L2 L2 2 Z 地図 ﾁｽﾞ H1 H1 L2 L2
2 5 股 ﾓﾓ H0 H0 L0 L0 2 Z 蔓 ﾂﾙ H1 L2 H1 L2
2 X 今 ｲﾏ L0 L0 L0 L2 2 Z 鉄 ﾃﾂ H1 H1 H1 H1
2 X 上 ｳｴ H1 H1 H1 H1 2 Z 出目 ﾃﾞﾒ L2 L2 L2 L2
2 X 内 ｳﾁ L0 #L0 H0 H0,H1 2 Z 寺 ﾃﾗ H1 H1 H0,H1 H0
2 X 沖 ｵｷ H1 H1 #L0 H0 2 Z 天 ﾃﾝ H1 H1 H1 H1
2 X 奥 ｵｸ H1 L2 L2 L2 2 Z 土砂 ﾄﾞｼｬ H1 H1 H1 H1
2 X 亀 ｶﾒ H1 L2 H0 H0,L2 2 Z 土手 ﾄﾞﾃ L2 L2 L2 L2
2 X 鴨 ｶﾓ H1 L2 H0,H1,L2H0,L2 2 Z ドブ ﾄﾞﾌﾞ L2 L2 L2 L2
2 X ここ ｺｺ L0 L2 L0 L0 2 Z どれ ﾄﾞﾚ H0 H1,H0 H0 H0
2 X 下 ｼﾀ H1 H1 H1 H1 2 Z 猶 ﾅｵ L2 L2 L2 #H1
2 X そこ ｿｺ L0 L2 L0 L0 2 Z 謎 ﾅｿﾞ H1 H1 ?H1 H1
2 X 蛸 ﾀｺ H1 H1 H0,H1,L2H0 2 Z 生 ﾅﾏ L2 L2 L2 L2
2 X 鳩 ﾊﾄ H1 H1 H0,H1,L2H0 2 Z 奈良 ﾅﾗ H1 H1 H1 H1
2 X 夜 ﾖﾙ L0 L2 L2 L2 2 Z 肉 ﾆｸ H1 H1 H0 H0
2 Z 顎 ｱｺﾞ H1 H1 H1 H1 2 Z 韮 ﾆﾗ H1 H1 H0 H0
2 Z 味 ｱｼﾞ H1,H0 H1 H0,H1 H0 2 Z 二羽 ﾆﾜ L0 L0 L0 L0
2 Z 仇 ｱﾀﾞ H0 L0 H0 L2 2 Z 葱 ﾈｷﾞ H1 H1 H1 H1
2 Z 粗 ｱﾗ H1 H1,L2 H1,L2 H1 2 Z 熱 ﾈﾂ H1 H1 H0 H1
2 Z 以後 ｲｺﾞ H1 H1 H1 #L0 2 Z 沼 ﾇﾏ H1 H0,L0 H0 H0
2 Z 椅子 ｲｽ H1 H0 H0 H0 2 Z 猫 ﾈｺ L2 L2 L2 L2
2 Z 一 ｲﾁ H1 H1 H1 H1 2 Z 喉 ﾉﾄﾞ H1 L0 L0 L0
2 Z 疣 ｲﾎﾞ L2 L2 L2 L2 2 Z 糊 ﾉﾘ H! H1 H0 H0
2 Z 嘘 ｳｿ L2 L2 H1 L2 2 Z 馬鹿 ﾊﾞｶ L0 L2 L0 L0
2 Z うど ｳﾄﾞ H1 H1 H1,L2 H1,L2 2 Z 禿げ ﾊｹﾞ L2 L2 L2 L2
2 Z 運 ｳﾝ L0 L0 L0 L0 2 Z 馬車 ﾊﾞｼｬ L2 H1 L2 L2
2 Z 過去 ｶｺ H1 H1 H1 H1 2 Z バス ﾊﾞｽ H1 H1 H1 H1
2 Z 舵 ｶｼﾞ H1 H1 H1 H0 2 Z 八 ﾊﾁ H1 H1 H1 H0
2 Z 火事 ｶｼﾞ H1 H1 H1 H1 2 Z 罰 ﾊﾞﾁ #H0 H1 H0 H1
2 Z 空 ｶﾗ L2 L2 L2 L2 2 Z 晩 ﾊﾞﾝ H1 H0 ?L0 H0
2 Z 缶 ｶﾝ H1 H1 H1 H1,L0 2 Z 番 ﾊﾞﾝ H1 ?H0 L0 H0
2 Z 勘 ｶﾝ L0,H1 H1 L0 L0 2 Z パン ﾊﾟﾝ H1 H1 H1 H1
2 Z きざ ｷｻﾞ H1 H1 ?L2,H1 H1 2 Z 襞 ﾋﾀﾞ #H0 H0 L2 L0
2 Z 規模 ｷﾎﾞ H1 H1 L0,H1 H1 2 Z 雛 ﾋﾅ L0 H1 L2 L2
2 Z 九 ｷｭｰ H1 H1 H1 H1 2 Z 百 ﾋｬｸ H1 H1 H0 H0
2 Z 金 ｷﾝ H1 H1 H1 H1 2 Z 平 ﾋﾗ L2 H0 L2 L2
2 Z 癖 ｸｾ H1 H1 H1 H1 2 Z ビラ ﾋﾞﾗ L2 L0 L2 L2
2 Z 瘤 ｺﾌﾞ L2 L2 L2 L2 2 Z 枇杷 ﾋﾞﾜ H0 ?H0 #L0 H0
2 Z 独楽 ｺﾏ L0 L0 L0 L2 2 Z ビン ﾋﾞﾝ H1 H1 H1 H1
2 Z ゴム ｺﾞﾑ H1 H1 H1 H1 2 Z 服 ﾌｸ H1 H1 H1 H1
2 Z 柵 ｻｸ H1 H1 H0,H1 H1,H0 2 Z 豚 ﾌﾞﾀ L2 L0 L2 L2
2 Z さぞ ｻｿﾞ H1 H1 H1 H1,L2 2 Z ブナ ﾌﾞﾅ H1 H1 H1 H1
2 Z 三 ｻﾝ H0 H0 H1 H1 2 Z 鰤 ﾌﾞﾘ H1 H1 H1 H1
2 Z 鹿 ｼｶ H1 H1 H0 H0 2 Z 風呂 ﾌﾛ H1 H1 H0 H0
2 Z 事故 ｼﾞｺ H1 H1 H1 H1 2 Z 塀 ﾍｲ H1 H1 H0 H1,H0
2 Z 紫蘇 ｼｿ L0,H1 L0 L2 L2 2 Z 変 ﾍﾝ L0,H1 L0 H1 L0
2 Z 七 ｼﾁ H1 H1 H1 H1 2 Z 棒 ﾎﾞｰ H0 H0 H0 H0

ﾋﾁ 2 Z 骨 ﾎﾈ H1 H1 H0 H0
2 Z 縞 ｼﾏ H1 H1 H0 H0 2 Z ほぼ ﾎﾎﾞ H1 H1 H1 H1
2 Z 車庫 ｼｬｺ L2 L2 L0 L2 2 Z ぼや ﾎﾞﾔ H1 H1,H0 H1,L2 L2
2 Z 軍鶏 ｼｬﾓ H1 H1 H1 H1 2 Z 捕虜 ﾎﾘｮ H1 H1 H1 H1
2 Z 十 ｼﾞｭｰ H1 H1 H1 H1 2 Z ぼろ ﾎﾞﾛ L2 L2 L2 L2
2 Z 図画 ｽﾞｶﾞ L2 L2 H1 L2 2 Z 本 ﾎﾝ H1 H1 L0 H0
2 Z 砂 ｽﾅ H0 H0 H0 H0 2 Z 盆 ﾎﾞﾝ L0 L0 L0 L0
2 Z スリ ｽﾘ H1 H1 H1 H1 2 Z 鱒 ﾏｽ H1 H0 H1 H0,L2
2 Z 席 ｾｷ H1 H1 ?L0 H1 2 Z まだ ﾏﾀﾞ L0 L0 L0 L0
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拍 類 項目 読み
大島
G・M
(30m)

大島
G・ｍ
(40m)

多喜浜
M・J
(44f)

多喜浜
O・M
(44m)

拍 類 項目 読み
大島
G・M
(30m)

大島
G・ｍ
(40m)

多喜浜
M・J
(44f)

多喜浜
O・M
(44m)

2 Z 万 ﾏﾝ H1 H1 L0 #H0 3 2 夕べ ﾕｰﾍﾞ L3,L0 L3 L3 L3
2 Z 溝 ﾐｿﾞ H0 H0 H0 H0 3 4 明日 ｱｼﾀ H3 H0 H3 H3
2 Z 蜜 ﾐﾂ H1 H1 H0 H0 3 4 頭 ｱﾀﾏ H1 H1 H0 H0
2 Z 無茶 ﾑﾁｬ L2 L0 L2 L2 3 4 団扇 ｳﾁﾜ H1 L2 H0 H0
2 Z もし ﾓｼ H1 H1 H1 H1 3 4 男 ｵﾄｺ H1 H1 H0 H0
2 Z 百舌 ﾓｽﾞ L2 L0 L2 L2 3 4 表 ｵﾓﾃ H1 H1 H0 H0
2 Z 餅 ﾓﾁ H0 H0 H0 H0 3 4 鏡 ｶｶﾞﾐ H1 H1 H0 H0
2 Z 門 ﾓﾝ H1 H1 H1,H0 H0 3 4 敵 ｶﾀｷ H1 H1 H0 H0
2 Z 山羊 ﾔｷﾞ L2 L0 H1,L2 H1,L2 3 4 刀 ｶﾀﾅ L2 H1 H0 H0
2 Z 自棄 ﾔｹ L2 L2 L2 L2 3 4 鉋 ｶﾝﾅ H1 H1 H0 H0
2 Z 痩せ ﾔｾ H1,H0 H0 L2 H0,L2 3 4 昨日 ｷﾉｰ H1 H1 H1 H1
2 Z 屋根 ﾔﾈ L0 L0 L0 L2 3 4 言葉 ｺﾄﾊﾞ H1 H1 H0 H0
2 Z やや ﾔﾔ H1 H1 H1 H1 3 4 暦 ｺﾖﾐ H1 H1 H0 H0
2 Z 湯気 ﾕｹﾞ L2 L2 L2 L2 3 4 境 ｻｶｲ L0 L0 L0 L0
2 Z 酔い ﾖｲ H0,H1 H0,H1 H0 H0 3 4 白髪 ｼﾗｶﾞ H1 H1 L2 L2
2 Z 用 ﾖｰ H1 H1 H0 H1 3 4 硯 ｽｽﾞﾘ H1 H0 L2 H0
2 Z 理科 ﾘｶ L2 L2 L2 L2 3 4 宝 ﾀｶﾗ H1 H1 H0 H0
2 Z 蝋 ﾛｰ H1 H1 H0 H0 3 4 助け ﾀｽｹ H0 H0 H0 H0
2 Z 六 ﾛｸ H1 H1 H1 H1 3 4 谷間 ﾀﾆﾏ H0 H0 H0 H0
2 Z 驢馬 ﾛﾊﾞ H1 H1 H1 H1 3 4 頼み ﾀﾉﾐ H1 H0 H0 H0
2 Z 和歌 ﾜﾀ H1 H1 H1 H1 3 4 俵 ﾀﾜﾗ H1 H1 H0 H0
3 1 田舎 ｲﾅｶ H0 H0 H0 H0 3 4 包み ﾂﾂﾐ H1 H0 H0 H0
3 1 鰯 ｲﾜｼ H0 H0 H0 H0 3 4 鯰 ﾅﾏｽﾞ H1 H1 H0 H0
3 1 うがい ｳｶﾞｲ H0 H0 H0 H0 3 4 匂い ﾆｵｲ H0 H0 H0 H0
3 1 漆 ｳﾙｼ H0 H0 H0 H0 3 4 縫い目 ﾇｲﾒ #H2,L2 H1 H0 H0
3 1 踊り ｵﾄﾞﾘ H0 H0 H0 H0 3 4 鋏 ﾊｻﾐ #H2,L2 L2 L2 L2
3 1 飾り ｶｻﾞﾘ H0 H0 H0 H0 3 4 林 ﾊﾔｼ H0 H0 L0 L0
3 1 形 ｶﾀﾁ H0 H0 H0,H1 H0,H1 3 4 光 ﾋｶﾘ H1 H0 H0 H0
3 1 鰹 ｶﾂｵ H0 H0 H0 H0 3 4 袋 ﾌｸﾛ H1 L2 H0 H0
3 1 着物 ｷﾓﾉ H0 H0 H0 H0 3 4 襖 ﾌｽﾏ H1 H0 H0 H0
3 1 鎖 ｸｻﾘ H0 H0 H0 H0 3 4 筵 ﾑｼﾛ H1 H1 H0 L0
3 1 車 ｸﾙﾏ H0 H0 H0 H0 3 5 朝日 ｱｻﾋ H2,H1 H1 H1 H1
3 1 煙 ｹﾑﾘ H0 H0 H0 H0 3 5 油 ｱﾌﾞﾗ H1 H1 L0 H0
3 1 氷 ｺｰﾘ H0 H0 H0 H0 3 5 鮑 ｱﾜﾋﾞ H1 H1 H1 H1
3 1 今年 ｺﾄｼ H0 H0 H0 H0 3 5 哀れ ｱﾜﾚ H1 H1 H1 H1
3 1 子供 ｺﾄﾞﾓ H0 H0 H0 H0 3 5 五つ ｲﾂﾂ H1 H1 H0 H0
3 1 魚 ｻｶﾅ H0 H0 H0 H0 3 5 従兄弟 ｲﾄｺ H1 H1 H1 H1
3 1 桜 ｻｸﾗ H0 H0 H0 H0 3 5 命 ｲﾉﾁ H1 H1 H1 H1
3 1 障子 ｼｮｰｼﾞ H0 H0 H0 H0 3 5 親子 ｵﾔｺ L0 L0 L0 L0
3 1 印 ｼﾙｼ H0 H0 H0 H0 3 5 神楽 ｶｸﾞﾗ H1 H1 L2 H0
3 1 相撲 ｽﾓｰ H0 H0 H0 H0 3 5 鰈 ｶﾚｰ H1 H1 H1 H1
3 1 畳 ﾀﾀﾐ H0 H0 H0 H0 ｶﾚｲ ｶﾚｲ ｶﾚｲ ｶﾚｲ
3 1 序で ﾂｲﾃﾞ H0 H0 ?H0 H0 3 5 胡瓜 ｷｭｰﾘ H1 H1 H0 H0
3 1 机 ﾂｸｴ H0 H0 H0 H0 3 5 心 ｺｺﾛ H1 H1 H0 H1
3 1 隣 ﾄﾅﾘ H0 H0 H0 H0 3 5 柘榴 ｻﾞｸﾛ H1 H1 H1 H1
3 1 名前 ﾅﾏｴ H0 H0 H0 H0 3 5 姿 ｽｶﾞﾀ H1 H1 H1 H1
3 1 寝言 ﾈｺﾞﾄ H0 H0 H0 H0 3 5 簾 ｽﾀﾞﾚ H1 H1 H1 H1
3 1 始め ﾊｼﾞﾒ H0 H0 H3 H3 3 5 襷 ﾀｽｷ H3 L2 L2 L2
3 1 鼻血 ﾊﾅｼﾞ H0 H0 H0 H0 3 5 情け ﾅｻｹ H1 H1 H0 H0
3 1 羊 ﾋﾂｼﾞ H0 H0 H0 H0 3 5 涙 ﾅﾐﾀﾞ H1 H1 H0 H0
3 1 二日 ﾌﾂｶ H0 H0 H0 H0 3 5 柱 ﾊｼﾗ L2 L2 L2 L2
3 1 埃 ﾎｺﾘ H0 H0 H0 H0 3 5 単衣 ﾋﾄｴ L2,L0 L2 L2 L2
3 1 味方 ﾐｶﾀ H0 H0 H0 H0 3 5 火箸 ﾋﾊﾞｼ H1,L0 H1 L0 L0
3 1 三日 ﾐｯｶ H0 H0 H0 H0 3 5 箒 ﾎｰｷ H1 H1 H0 H0
3 1 港 ﾐﾅﾄ H0 H0 H0 H0 3 5 枕 ﾏｸﾗ H1 H1 H0 H0
3 1 昔 ﾑｶｼ L3 L3 L3,L0 L3 3 5 紅葉 ﾓﾐｼﾞ H1 H1 H1 H1
3 1 息子 ﾑｽｺ H0 H0 H0 H0 3 5 山葵 ﾜｻﾋﾞ H1 H1 H1 H1
3 1 柳 ﾔﾅｷﾞ H0 H0 H0 H0 3 6 菖蒲 ｱﾔﾒ L0 L0 L0 L0
3 1 涎 ﾖﾀﾞﾚ H0 H0 H0 H0 3 6 兎 ｳｻｷﾞ L0 L0 L0 L0
3 2 小豆 ｱｽﾞｷ L2 L2 L2 L2 3 6 鰻 ｳﾅｷﾞ L0 L0 L0 L0
3 2 女 ｵﾝﾅ H1 H1 H1 H1 3 6 大人 ｵﾄﾅ L0 L0 L2 L2
3 2 毛抜き ｹﾇｷ #H2 H0 L2 L2 3 6 鴎 ｶﾓﾒ L0 L0 L0 L0
3 2 東 ﾋｶﾞｼ H1 H1 H1 H1 3 6 狐 ｷﾂﾈ L0 L0 L0 L0
3 2 二重 ﾌﾀｴ H1 L2 L2,L0 L0 3 6 虱 ｼﾗﾐ L0 L0 L0 L0
3 2 二つ ﾌﾀﾂ H1 L2 L0 L0 3 6 すすき ｽｽｷ L0 L0 L0 L0
3 2 二人 ﾌﾀﾘ L2 L2 L0 L0 3 6 雀 ｽｽﾞﾒ L0 L0 L0 L0
3 2 三つ ﾐｯﾂ L2 H3 H1 H1 3 6 李 ｽﾓﾓ L0 L0 L0 L0
3 2 娘 ﾑｽﾒ #H2,H1 H1 H1 H1 3 6 背中 ｾﾅｶ H0 H0 H0 H0
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拍 類 項目 読み
大島
G・M
(30m)

大島
G・ｍ
(40m)

多喜浜
M・J
(44f)

多喜浜
O・M
(44m)

拍 類 項目 読み
大島
G・M
(30m)

大島
G・ｍ
(40m)

多喜浜
M・J
(44f)

多喜浜
O・M
(44m)

3 6 高さ ﾀｶｻ L0 L0 L0 L0 3 Z 蕎麦屋 ｿﾊﾞﾔ L0 L2 L2,L0 L2
3 6 団子 ﾀﾞﾝｺﾞ L0 L0 L0 L0 3 Z 扉 ﾄﾋﾞﾗ L2 H0 H1 H1
3 6 田圃 ﾀﾝﾎﾞ L0 L0 L0 L0 3 Z ノッポ ﾉｯﾎﾟ L3 L3 H1 H1
3 6 燕 ﾂﾊﾞﾒ L0 L0 L0 L0 3 Z 睫毛 ﾏﾂｹﾞ L2 L2 L2 L2
3 6 長さ ﾅｶﾞｻ L0 L0 L0 L0 3 Z マッチ ﾏｯﾁ L3 L3 H1 H1
3 6 鼠 ﾈｽﾞﾐ L0 L0 L0 L0 3 Z 蜜柑 ﾐｶﾝ H1 H1 L2 L2
3 6 裸 ﾊﾀﾞｶ L0 L0 L0 L0 3 Z 岬 ﾐｻｷ H1 H0 H0,L0 H0
3 6 裸足 ﾊﾀﾞｼ L0 L0 L0 L0 3 Z 皆 ﾐﾝﾅ L2,L3 L2 L3,L2 L2,L3
3 6 左 ﾋﾀﾞﾘ L0 L0 L0 L0 3 Z 林檎 ﾘﾝｺﾞ L2 L2 H0,L2 L2
3 6 雲雀 ﾋﾊﾞﾘ L0 L0 L0 L0 3 Z 若芽 ﾜｶﾒ H1 H1 H1 H1
3 6 広さ ﾋﾛｻ L0 L0 L0 L0 4 Z 合い鍵 ｱｲｶｷﾞ H0 H0 H0 H0
3 6 みみず ﾐﾐｽﾞ L0 L0 L0 L0 4 Z 朝顔 ｱｻｶﾞｵ L2 H0 H1 H1
3 6 蓬 ﾖﾓｷﾞ L0 L0 L0 L0 4 Z 足音 ｱｼｵﾄ H0 H0 H0 H0
3 7 苺 ｲﾁｺﾞ L2 L2 L2 L2 4 Z 甘酒 ｱﾏｻﾞｹ H1 L2 H1 H1
3 7 後ろ ｳｼﾛ L2 L2 L2 L2 4 Z 編み物 ｱﾐﾓﾉ L0 H0 H0 H0
3 7 蚕 ｶｲｺ L2 L2 L2 H1 4 Z 雨降り ｱﾒﾌﾘ L2 L2 L2 L2
3 7 兜 ｶﾌﾞﾄ L2 L2 L2 L2 4 Z 猪 ｲﾉｼｼ H1 H1 H1 H1
3 7 辛子 ｶﾗｼ L2 L2 L2 L2 4 Z 鶯 ｳｸﾞｲｽ L2 H1 H1 H1
3 7 鯨 ｸｼﾞﾗ L2 L2 L2 L2 4 Z 渦巻き ｳｽﾞﾏｷ H0 H0.L2 H3 H0
3 7 薬 ｸｽﾘ L2 L2 L2 L2 4 Z 梅干し ｳﾒﾎﾞｼ H3,H0 H0 H3 L3
3 7 卵 ﾀﾏｺﾞ L2 L2 L2 L2 4 Z 弟 ｵﾄｰﾄ H0 H0 #L0 H0
3 7 便り ﾀﾖﾘ L2 H1 L2 H0 4 Z 音楽 ｵﾝｶﾞｸ L2,H1 H1 H1 H1
3 7 盥 ﾀﾗｲ L2 L2 L2 L2 4 Z 金持ち ｶﾈﾓﾁ H3 H0 L2 L2
3 7 椿 ﾂﾊﾞｷ L2 L2 L2 L2 4 Z 蟷螂 ｶﾏｷﾘ L3 L3 L3 L3
3 7 鉛 ﾅﾏﾘ L2 L2 L2 L2 4 Z 剃刀 ｶﾐｿﾘ L0 L3.L0 L3 K0
3 7 畑 ﾊﾀｹ L0 L0 L0 L0 4 Z 雷 ｶﾐﾅﾘ H1 H0 H0 H0
3 7 一つ ﾋﾄﾂ L2 L2 L2 L2 4 Z 唐傘 ｶﾗｶｻ H1 L2 L2 H0
3 7 一人 ﾋﾄﾘ L2 L2 L2 L2 4 Z ｶﾞﾗｽ戸 ｶﾞﾗｽﾄﾞ H3 H3 H3 H3
3 7 緑 ﾐﾄﾞﾘ L2 L2 L2 L2 4 Z 記念日 ｷﾈﾝﾋﾞ H3 H3 L2 L2
3 7 病 ﾔﾏｲ L2 H1 L2 L2 4 Z 兄弟 ｷｮｰﾀﾞｲ L2 L2 L2 L2
3 X 間 ｱｲﾀﾞ H0 H0 H0 H0 4 Z 薬屋 ｸｽﾘﾔ L0 L0 L0 L0
3 X 欠伸 ｱｸﾋﾞ H0 L0 L0 L0 4 Z 口笛 ｸﾁﾌﾞｴ H2 H3 H3 L3
3 X 嵐 ｱﾗｼ H1 H1 H0 H1,H0 4 Z 黒んぼ ｸﾛﾝﾎﾞ L2 L2 L2 L4
3 X 柏 ｶｼﾜ L2 L2 L2,L0 L2 4 Z 蝙蝠 ｺｰﾓﾘ H1 H1 H1 H1
3 X 烏 ｶﾗｽ L0 L0 L0 L0 4 Z 秋桜 ｺｽﾓｽ L2 H1 H1 H1
3 X 栄螺 ｻｻﾞｴ L2 L2 H1 L2 4 Z 小麦粉 ｺﾑｷﾞｺ H0 H0 L0 L0
3 X 狸 ﾀﾇｷ L2 L2 L2 L2 4 Z 蒟蒻 ｺﾝﾆｬｸ H1 H3 L0 H3
3 X 力 ﾁｶﾗ H1 H1 H1 H1 4 Z 坂道 ｻｶﾐﾁ L2 #H2,L2 H1 H1
3 X 翼 ﾂﾊﾞｻ H3 L0 L0 L0 4 Z 座布団 ｻﾞﾌﾞﾄﾝ L0 L0 L0 L0
3 X 釣瓶 ﾂﾙﾍﾞ H0 H0 L0 L0 4 Z 三月 ｻﾝｶﾞﾂ L2 L2 L2 L2
3 X 蜥蜴 ﾄｶｹﾞ L2 L2 L2 L2 4 Z 椎茸 ｼｰﾀｹ H1 H1 H1 H1
3 X 仲間 ﾅｶﾏ H1 H0 H0 H0 4 Z 正月 ｼｮｰｶﾞﾂ L2 H1 H3 H3
3 X 斜め ﾅﾅﾒ H0 H0 H0 H0 4 Z ｽﾘｯﾊﾟ ｽﾘｯﾊﾟ L2 L2 L2 L2
3 X 二十歳 ﾊﾀﾁ H1 H1 H1 H1 4 Z 先生 ｾﾝｾｰ H1 H1 L3 H0
3 X 麓 ﾌﾓﾄ H0 H0 L0 L0 4 Z 洗濯 ｾﾝﾀｸ H0 H0 #L0 L0
3 X 蛍 ﾎﾀﾙ L2 L2 L2 L2 4 Z 玉葱 ﾀﾏﾈｷﾞ L0 L3 L0 L0
3 X 御輿 ﾐｺｼ H1 H0 L2 H0 4 Z 手袋 ﾃﾌﾞｸﾛ L0 L0 L0 L0
3 X 南 ﾐﾅﾐ H0 H0 H1,H0 H0 4 Z 友達 ﾄﾓﾀﾞﾁ H0 H0 H0 H0
3 X 向こう ﾑｺｰ H1 H1 L2 H1 4 Z 土曜日 ﾄﾞﾖｰﾋﾞ L3 L2 L3 L3
3 X 盲 ﾒｸﾗ L3 L0 L3 L3 4 Z 縄跳び ﾅﾜﾄﾋﾞ L3,L0 L3,L0 L0 L0
3 X 草鞋 ﾜﾗｼﾞ L0 L0 L0 L0 4 Z 鶏 ﾆﾜﾄﾘ L0 #H0 L0 L0
3 X 蕨 ﾜﾗﾋﾞ H1 H1 H1 H1 4 Z 人参 ﾆﾝｼﾞﾝ L0 L0 L0 L0
3 Z 通草 ｱｹﾋﾞ L2 L2 H0 H0 4 Z 蛤 ﾊﾏｸﾞﾘ L3 L3 L3 L0,L3
3 Z えくぼ ｴｸﾎﾞ H1 H1 H1 H1 4 Z 歯磨き ﾊﾐｶﾞｷ H0 H1 H1 H1
3 Z 榎 ｴﾉｷ H1 H1 H1 H1 4 Z 針金 ﾊﾘｶﾞﾈ L0 L0 L0 L0
3 Z 垣根 ｶｷﾈ L0 L0 L0 L0 4 Z 引越 ﾋｯｺｼ H0 L0 L0 H0
3 Z 瓦 ｶﾜﾗ H1 H1 H1,H0 H1 4 Z 梟 ﾌｸﾛｰ L2 L2 L2 L3
3 Z 楔 ｸｻﾋﾞ H0 H0 H0 L0 4 Z 松茸 ﾏﾂﾀｹ L3 L3 L0 L0
3 Z 毛虫 ｹﾑｼ L2 H1 L2 L2 ﾏｯﾀｹ ﾏｯﾀｹ
3 Z 獣 ｹﾓﾉ H0 H0 H0 H0 4 Z 右側 ﾐｷﾞｶﾞﾜ H0 H0 #L0 L0
3 Z 黄金 ｺｶﾞﾈ H0 L0 L0 H0 4 Z 蜜蜂 ﾐﾂﾊﾞﾁ H2 #H2,L2 H1 H1
3 Z 梢 ｺｽﾞｴ H0 H0 L0 ?L0 4 Z 紫 ﾑﾗｻｷ L2 L2 L2 L2
3 Z 木霊 ｺﾀﾞﾏ H0 H0 H0 H0 4 Z 餅つき ﾓﾁﾂｷ H3 H2 L2 L2
3 Z 牛蒡 ｺﾞﾎﾞｰ H0 H0 H0 H0 4 Z 物置 ﾓﾉｵｷ H0 L3 L0 L0
3 Z 小道 ｺﾐﾁ H1 H0 H0 H1 4 Z 来月 ﾗｲｹﾞﾂ L2 L2 L2 L2
3 Z 小麦 ｺﾑｷﾞ H2 H1 L2,L0 L2 4 Z 蝋燭 ﾛｰｿｸ H1 H1 L0 H3
3 Z 蠍 ｻｿﾘ H0 H0 H0 L0
3 Z 簀の子 ｽﾉｺ H0 H0 H1 H0


